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郷
里
の
俳
匠

中
嶋

嶺
雄

俳
句をつ
くら
ない
私な
の
に、
俳
人
と
して
活
叩附
さ
れてい
る
方

を
何
人
か
存
じ
あ
げ
てい
る。
『
天
為』
主
宰
者
の
有
馬
朗
人
先
生

（
元
東大
総
長）
か
らは
よ
く
句
集を
頂
くの
で
恐
縮
してい
る
が、
郷

里
の
御
縁
で
は、
ま
ず
藤
岡
筑
側
先
生
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ない。

筑
郁
先
生は、
終
戦
直
後の
昭
和二
十
二
年に
結
社を
超
え
た
中
信
俳

句
作
家ク
ラ
ブ
を
私の
父（
哨
陽）
ら
と
立
ち
あ
げ
たお
仲
間で、
そ

の
事
務
所と
機
関
誌
（
『
雷
鳥』
）
発
行
所を
兼
ね
てい
た
中
町二
丁

目の
我が
家へ
よ
く
来
られ
た。
私
は
小
学生
時
代
か
ら
存じ
あ
げて

い
る。
や
が
て
深
志
高
校で
は
国
語
（
古
文）
の
先
生
と
してご
指
導

い
た
だい
た
恩
師
で
も
あ
る。
だ
か
ら
主
宰
稔
『
り
ん
ど
う』
に
私の

エ
ァ
セ
イ
を
求
め
ら
れ
た
と
き
に
は
光
栄に
思い、
私
が
巻
頭随
筆
を

書い
た
同じ
号
同
じ
欄の
「
文
義
春
秋』
（一
九
九
二
年五
月
号）
に

「
句
帳か
ら
藤
岡
筑
郎」
が
掲
載
さ
れ
た
と
き
に
は、
とて
も
鰐
し
か

つ
れ～。『

岳」
の
主
宰
者・
宮坂
静生
氏は、
小・
中・
高
校
を
通じ
て
私

の一
年
後裁で
あ
る。
し
か
も
清
水
中
学
校
時
代
に
は
私
が
編
集
し
た

校
内
誌『
窓」
に
気
象に
関する
文
章を
舎い
て
くれ
たこ
と
も
ある。

氏が
子
規
研
究で
業
績を
あ
げ
た
り、
山
本
健士口
文
学
賞を
受
賞
し
た

り、
「
岳』
編
集
長の
小林
貴
子
さ
ん
が
現
代
俳
句
協
会
貨を
受
賞し

た
り
したこ
と
な
ど
は
始しい
ニ
ュ
ー
ス
で
ある。
し
か
も
「
岳」
に

は、
私が
中
学一
年に
英
語を
習っ
た
木
倉フ
ミヱ
先
生
が
同人
と
し

て
活
躍
さ
れ
てい
る。
宮坂
君は
信
州
大
学医
療
短
大
部
長だっ
た
の

で、
信大の
運
営
諮
問
会
議で
お
会い
する
こ
と
も
あっ
た。

そ
して
信
濃
俳
句
会の
主
宰
者・
佐
藤
文子
さ
ん
に
出
会っ
た
の
で

あ
る。
佐藤
さ
ん
に
は、
「
松
本
タ
ウン
情報』
の
連
載
『
私の
半生

』
の
第一
回
目に
私
を
取り
上
げてい
た
だい
た。
の
び
や
か
な
透
明

感の
あ
る
本
誌
が
佐
蔵主
宰の
もと
で、
ま
すま
す
充
実
して
ゆ
くこ

と
を、
大い
に
期
待してい
る。

（
国
際
社会学
者）
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